
電解次亜水『除菌 2.0』 
 
 
電解次亜水『除菌 2.0』とは 

塩化ナトリウム水溶液を無角膜式電解槽で 
電気分解することにより生成された、 
次亜塩素酸イオン(OC1-)を主成分とし、次亜塩素酸(HClO) 
を希釈したものと同等とみなされる微アルカリ性製品です。 
安心と信頼の『第 3 世代』除菌水と呼ばれています。 

 
 
電解次亜水のメリット 
  ◎原材料は純水・食塩（純度 99%以上）のみのため、環境にやさしい 
  ◎即効性効果・除菌・消臭力が高い。 
  ◎有効塩素濃度が pH7.5 以上の微アルカリ性のため手荒れの心配もほとんどない 

（低濃度使用の場合） 
◎界面活性剤などの化学物質を含まない除菌・消臭液 
◎時間の経過とともに有機物を介して、真水に戻る性質を持っています。 
◎約 12 ヵ月の保存が可能（電気分解により生成する酸性水は 2 週間程度） 

 
本製品の仕様 

品名 容量 pH 有効塩素濃度 定価 
除菌 2.0 10L 7.5～8.0 50ppm \9000-(税別) 

1 ﾘｯﾄﾙは、1,000cc です。∴10 ﾘｯﾄﾙは 10,000cc→100cc ﾎﾞﾄﾙが 100 本分（1 本単価 90 円/税別） 
 
―厚生労働省の見解― 

食品添加物の次亜塩素酸ナトリウムと同等として効果と安全性が認められています。 
また、食中毒被害の拡大がもっとも大きいとされるノロウィルスに関しても、 
次亜塩素酸ナトリウム（電解次亜水）を活用したウィルスの不活性化による感染予防を推奨して
います。 

 
※電解次亜水は、主な食中毒原因菌やウイルスに対して効果があることが各種試験で 

証明されています。詳細は裏面をご確認ください。 
 

 

        



試験結果 

電解次亜水は、塩素濃度 50ppm で黄色ブドウ球菌、MRSA（メシチリン耐性黄色ブドウ球菌）、大
腸菌、緑膿菌、サルモネラ菌、腸炎ビブリオ菌、ノロウィルス、ヘルペスウィルス、インフルエン
ザウィルスに対して効果があることが各種試験で証明されています。 
弊社では MRSA、大腸菌（E. coli）、ノロウィルス（ネコカリシウィルス）、インフルエンザ
ウィルスに関して、LAB ZIA を使用した不活化効果試験を行いました。 
試験の結果は下記の通りです。 
 
     
MRSA および E.coli への不活化試験結果 

菌名 
添加時の菌数/10ml 生菌数（cfu/ml） 

30 秒 60 秒 

MRSA 3.1×106 ＜10 ＜10 

E.coli 1.9×106 ＜10 ＜10 
試験方法：中和試験（SCDLP ブイヨン 9ml に試験品 1ml を添加し、供試菌液を 100µl 接種し菌の発育

の有無から中和の可否を確認） 
（特定非営利活動法人バイオメディカルサイエンス研究会バムサ習志野ラボ） 

 
 
 
 
 
ネコカリシウィルスおよびインフルエンザウィルスの不活化効果試験結果 

ウィルス名 
感染価 LogPFU/0.1mL 

30 秒 60 秒 

ネコカリシウィルス ＜1.0 ＜1.0 

インフルエンザウィルス ＜1.0 ＜1.0 
試験方法：試験品とウィルスを 9:1 の割合で混合し、所定時間後ただちに混合液を段階希釈してウィルス

感染価を測定（プラック法）  
（特定非営利活動法人バイオメディカルサイエンス研究会バムサ習志野ラボ） 
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